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平成20年（2008年）平均消費者物価指数(大津市)概況（平成 21年 1月 30日公表）
◆総合指数は、前年比で１．３％上昇、平成10年以来の高い上昇◆ （平成１７年＝１００）

総合指数 １０１．５ （前年比）１．３％上昇

生鮮食品を除く総合指数 １０１．１ （前年比）１．２％上昇

●○●○●○●○●○●○●○●○●○●○●○●○●○●○●○●○●○●○●○●○●○●○●○●○●○●○●○●○●

総合指数の動き

平成２０年の総合指数は、１年を通して、前年および前々年を上回る水準で推移しました。（図

-1） その内訳をみると、食料、交通・通信、光熱・水道の各指数が、おもに４月以降近年にな

い伸びで上昇しました。（図-2） その結果、総合指数は前年比で１．３％の上昇となっており、

これは平成１０年（1998年）（同じく１．３％上昇）以来の高い上昇幅です。（図-3）

生鮮食品を除く総合指数は前年比で１．２％の上昇となっており、これは平成９年（1997年）

（１．７％上昇）以降、これに次ぐ高い上昇幅です。（図-4）
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（図-4）

生鮮食品を除く総合指数
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【参考】近年の総合指数の動き

近年の消費者物価指数の動向をつかむため、ここ数年の総合指数および生鮮食品を除く総合指

数の対前年上昇率をみてみると、平成１５年は、平成１１年以来４年ぶりに家賃や生鮮野菜、保

健医療サービスが上昇したことなどにより、総合指数は０.８％上昇し、生鮮食品を除く総合指数

も０.６％上昇しました。

平成１６年は、総合指数、生鮮食品を除く総合指数ともに前年と変動ありませんでした。

平成１７年は、穀類や生鮮野菜等の食料関係費、教養娯楽関係費が下落したことなどにより、

総合指数は０.１％下落しましたが、生鮮食品を除く総合指数については、自動車等関係費、衣料

等の上昇により０.１％上昇しました。

平成１８年は、外食や生鮮野菜等の食料関係費やガス代などの光熱・水道費等が上昇したこと

などにより、総合指数は０.４％上昇し、生鮮食品を除く総合指数も０.２％上昇しました。

平成１９年は、教養娯楽関係費や食料関係費等が前年水準を下回ったことなどから、総合指数

は０.２％下落し、生鮮食品を除く総合指数も０.３％下落しました。



１０大費目別に見た前年平均との比較－主な動き－

◆ 食料 １０４．１ （＋） ３．７％

外食 （＋） ３．８％

◆ 住居 １００．２ （－） ０．２％

家賃 （－） ０．３％

◆ 光熱・水道 １０５．４ （＋） ３．４％

他の光熱 （＋）２７．６％

◆ 家具・家事用品 ９７．７ （＋） ０．２％

室内装備品 （＋） ５．８％

◆ 被服および履物 ９９．８ （＋） ０．３％

シャツ・セーター類（＋） ４．２％

◆ 保健医療 ９９．１ （－） ０．５％

保健医療用品・器具（－） ５．６％

◆ 交通・通信 １０３．１ （＋） ２．０％

自動車等関係費 （＋） ３．２％

◆ 教育 １０２．８ （＋） ０．７％

授業料等 （＋） ０．５％

◆ 教養娯楽 ９５．５ （－） １．２％

教養娯楽用耐久財 （－）１９．１％

◆ 諸雑費 １０２．１ （＋） ０.８％

理美容用品 （＋） １．３％

注）中分類指数等の項目のうち、各10大費目に対する寄与度が最大の項目のみを掲載していま

す。
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この資料は総務省統計局が作成、公表している全国の消費者物価指数のうち、大津市の消費者物価指数について

まとめたものです。



年 平 均 指 数 の 推 移 平成１７年＝１００

総 合 指 数 生鮮食品を除く総合指数

対前年上昇率

(%)

対前年上昇率

(%)

46年（1971年） 34.4 5.5 34.6 5.5

47年（1972年） 36.3 5.3 36.5 5.5

48年（1973年） 40.9 12.7 41.2 12.9

49年（1974年） 50.9 24.6 50.8 23.3

50年（1975年） 56.9 11.8 56.9 11.9

51年（1976年） 62.5 9.7 62.1 9.2

52年（1977年） 67.2 7.6 66.8 7.5

53年（1978年） 69.9 4.0 69.8 4.5

54年（1979年） 72.1 3.3 71.9 3.0

55年（1980年） 77.2 6.9 76.7 6.7

56年（1981年） 81.5 5.6 80.9 5.5

57年（1982年） 83.0 1.9 82.8 2.3

58年（1983年） 84.7 2.0 84.5 2.1

59年（1984年） 86.3 2.0 86.1 1.9

60年（1985年） 88.1 2.1 87.7 1.9

61年（1986年） 88.9 0.9 88.6 1.0

62年（1987年） 88.8 -0.1 88.6 0.0

63年（1988年） 89.4 0.7 89.1 0.5

平成元年（1989年） 91.4 2.3 90.7 1.9

２年（1990年） 93.8 2.6 92.3 1.7

３年（1991年） 96.4 2.7 94.7 2.6

４年（1992年） 97.9 1.7 96.9 2.3

５年（1993年） 99.3 1.3 98.0 1.1

６年（1994年） 100.0 0.8 99.0 1.0

７年（1995年） 99.5 -0.6 98.8 -0.3

８年（1996年） 99.6 0.2 98.9 0.1

９年（1997年） 101.4 1.8 100.5 1.7

10年（1998年） 102.7 1.3 101.6 1.1

11年（1999年） 102.8 0.1 102.2 0.6

12年（2000年） 101.9 -0.9 101.8 -0.4

13年（2001年） 100.7 -1.2 100.6 -1.2

14年（2002年） 99.3 -1.4 99.3 -1.3

15年（2003年） 100.1 0.8 99.9 0.6

16年（2004年） 100.1 0.0 99.9 0.0

17年（2005年） 100.0 -0.1 100.0 0.1

18年（2006年） 100.4 0.4 100.2 0.2

19年（2007年） 100.2 -0.2 99.9 -0.3

20年（2008年） 101.5 1.3 101.1 1.2




